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ご意見に対し、発表会中の本児に対して職員
の配慮ができていなかったことを謝罪しまし
た。また、その後本児が発表会の話をしたが
らないという様子を聞き、本児、保護者の方
に辛い思いをさせてしまったことを謝罪のう
え、園としての今後の対応を保護者に伝え、
ご了承いただきました。
当日舞台上での対応の原因については
・発表会当日、配役で尻尾を２つ取る子は決
めていたが、いつもと取る子が入れ替わって
しまい、子どもたちが分からなくなってし
まったこと
・子どもが劇中で解決できることを待ってし
まったこと
・舞台脇で見ていた職員は尻尾が取られてい
ないことに気づき、子どもたちに合図をして
いたが、気づいてもらえないうちに場面も変
わってしまい、声を掛けたり舞台に出て対応
することができなかったこと
・練習中には起こらなかった状況で予見でき
ていなかったこと
が挙げられます。

是正として、
・発表会に向けて活動に取り組む前に、職員
間で劇の内容や配役等での配慮事項を共有で
きるよう配慮事項を様式に記載する
・子どもたちの気持ちと保護者の理解のスキ
ルを上げるために、行事等の活動前にクラス
担任が予想される子どもの様子を考え、その
対応について共有できるよう話し合いをして
いく
こととしました。
また、苦情受付時の職員の対応の原因として
は、
お話を聞いている際、本児が職員の近くで不
安そうな様子をしているよう感じられたた
め、その気持ちに寄り添えるよう対応しよう
としていたところを保護者の方に誤解を与え
てしまったことが考えられます。
今後は、保護者対応について状況に応じて話
をする場所や対応する職員の人数等に配慮す
るよう職員に指導していくこととしました。

12月13日
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発表会の際、子どもが舞台上で他の園
児に尻尾を取ってもらうはずが、本人
だけ取ってもらえなかった。どうすれ
ばよいかわからず戸惑っていたが、保
育者のフォローもなく、本人にとって
つらい時間を舞台上で強いられた。
今回のような事態は予見できたはずな
のに保育者がフォローもせずに本人を
舞台上に放っておいたことは、本人の
トラウマにもなりかねないのではない
か。
上の子が在籍していた時も同様の事例
が発生しているが、なぜこのようなこ
とが繰り返し発生するのか。園児の精
神状態やその保護者の心情にまで職員
の考えが及んでいないのではないか。
また、職員の対応に問題があるという
のに、申立の最中に子どもにかまいな
がら聞く職員の対応は、苦情を受け付
ける際の態度として問題があるのでは
ないか。真面目に苦情を受ける気がな
い、聞く気はないという印象を持っ
た。

発表会時の職員対応について

12月9日家族子育てセンターしばもと1
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